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長野県議会議員 上伊那選挙区選出 2期目

県議会報告

　謹んで新年のお喜びを申し上げます。日頃から清

水まさやすの活動に対し、ご支援・ご協力を賜り心

から感謝申し上げます!本年も引き続きよろしくお

願いいたします!(政治家は、選挙区内の方に年賀状

などの挨拶状を出すことは公職選挙法により基本

的に禁止されておりますので、簡単な挨拶となるご

無礼をお許しください<(_ _)>)

　新しい年を迎えたわけですが、県の昨年一年を

振り返ってみました。【右表:県の主な出来事(上伊

那版)】11月定例会では、こういった内容から一般

質問も行いました。現状から未来を見据え、多角的

に取 組みます!(内容は裏面)

 【年明けから・・・】暖かい年明けでしたが、能登半島

地震、羽田空港での航空機事故と立て続けに大き

な災害・事故がありました。被害にあわれた方 ・々

ご家族に心からお見舞い申し上げるとともに、少し

でも早く心の平穏が訪れることを祈ります。

　11月27日に次年度予算について知事へ要

望を行いました。一人一項目のコメントという

ことで、清水は中山間地の農業、特に農地を

守る視点と支援を要望。知事の回答は右枠。

利益を上げる農業と土地を守るための農業の

支援の違いを、引き続き訴えていきます。

 【今号は・・・】11月定例会(11月30日〜12月15

日)、県政報告会やミニ集会のお知らせなど、上記

Contents(目次)の内容を報告します。最終原稿が

1月9日なので、機を逸した内容もあるかもしれませ

んが、少しでも有意義な情報提供を心がけますが、

最新情報は県のホームページなどで

ご確認ください!

https://www.pref.nagano.lg.

jp/index.html

・物価高から県民、事業者を守る:

　37億8276.9万円

●県議会11月定例会について

ご挨拶

［議案］

●一般会計 101億2118万3千円

　(債務負担行為:97億6678万円)

　の補正予算(第4号)

●一般会計(追加分、国の補正予算を

　最大限活用)489億8324万2千円

　(債務負担行為:14億3079万7千円)

　の補正予算(第5号)

 【本年度総額:1兆1361億9492万4千円】

●条例案は改正3件

●事件案は追認など9件

●専決処分報告は7件　等

生活者支援：プロパンガス利用者へ1200円の支援、

生活にお困りの方や子育て世代等への食糧支援 等

事業者支援：特別高圧を受電する中小企業や、医療機

関・福祉施設などに電気料金などの高騰分を支援、畜

産・きのこ農家への飼料・培地資材費の助成 等

・強靭で健全な経済構造への転換支援:26億1917.7万円

円安を活かした販路拡大、産業の生産性向上、ゼロ

カーボンの加速化、地域内経済循環の確立 等

・人口減少を乗り越え、活力ある社会を実現

  :2億4146.2万円

人材確保・物流2024年問題等への対応 等

・県民生活の安全・安心の確保

 (債務負担行為:19億5845.6万円)

飯田警察署・南信運転免許センター(仮称)の設計 等

■補正予算（第4号）の主な内容

・「ゆたかな社会」の実現を加速する

　ための長野県総合経済対策」の拡充:

　489億8324.2万円

県民生活の安全・安心の確保：道路等の老朽化対

策や流域治水対策等、障がい福祉施設の耐震化

整備 等（約479.4億円）

産業の生産性向上：農業用機械の導入や施設整

備、林業事業者等の支援 等（約6.1億円）

教育環境の整備、子ども子育て支援：県立高校へ

の3Dプリンター等のICT機器整備、子どもの性

被害防止のカメラ等を設置する保育施設等の支

援 等（約2.6億円）

事業者支援：

きのこ生産者の

培地や等の生産資材

の価格高騰分を助成

等（約1.6億円）

■補正予算（第5号）の主な内容〇会期日程など （土日祝除く）

11月 27日 : 団総会、予算・条例案勉強会

11月 30日 : 本会議開会

12月  5 日〜  8 日 : 一般質問

12月 11日〜13日 : 委員会

(総企警委員会は14日も )

12月 15日 : 本会議閉会

●新政策議員団(清水所属会派)で知事へ要望書提出

・生産性が上がるところとそうでないところの整理が必要

・林などに戻すといったことも

・農業収入以外で…例えば観光農園など、アートも良いかも

・全体としての土地の利用価値を上げる工夫をしたい

　→農政部の枠を超えたことも考えたい

・長野県の大学の特徴として農業とつながっている…などもウリにしたい

　　　　　　　週に2回(伊北で1回、伊南で1回）

どこかで街頭県政報告を行っ

ています(議会中や荒天など

は中止)。多くの皆さんにご声

援頂き感謝申し上げます!(気

が付かないこともありますが、

ご容赦ください!<(_ _)>)

街頭県政報告

項目・概要 県の主な出来事（上伊那版：令和5年）時期

ゼロカーボン社会共創プラットフォーム「くらしふと信州」の拠点施設を長野市へ開設1月

南信工科短期大学校から4年制大学へ編入学が可能に

沖縄県と包括的な交流連携協定を締結3月

「辰野町平出上町歩道」(主要地方道下諏訪辰野線)整備完成

しあわせ信州創造プラン3.0 〜大変革への挑戦「ゆたかな社会」を実現するために〜スタート

長野県議会議員一般選挙(上伊那郡の投票率は55.44%で県平均を上回ったが、全県の投票率は戦後最低を更新）

4月

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)の5類移行に伴う対応の変更5月

台風2号によって、伊那市、駒ケ根市、中川村を中心に災害が発生6月

令和10年、第82回国民スポーツ大会・第27回全国障害者スポーツ大会の開催地として長野県が内定7月

上伊那消防協会が運営を担い、長野県消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会開催(小型ポンプの部で駒ケ根優勝)

飯島町にJA上伊那米穀乾燥調製貯蔵施設(南部カントリーエレベーター)完成

「長野県パートナーシップ届出制度」をスタート8月

「信州 火山防災の日」を制定9月

西天竜発電所大規模改修工事しゅん工式を開催10月

飯島町長選挙11月

「長野県ゼロカーボン戦略ロードマップ」の策定

阿部知事、良性発作性頭位めまい症で4日間入院

知
事
の
回
答
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 11月定例会では、「外国人介護人材が長期的に働

き続けられる環境の整備を求める意見書(案)」を

新政策議員団として提案し、全会一致で可決されま

した。その他にも「児童養護施設に対する支援の充

実を求める意見書(案)」については、新政策議員団

の提案から自民党県議団と調整し作成しました。ま

た、全団・会派で調整して可決された「ガザ地区に

おける戦闘休止及び人質の即時解放に向けた取組

の継続を求める意見書(案)」などもあります。

 建設的な議論や検討によって全会一致を目指す姿

勢は、長野県議会の特徴と感じています。

●新政策議員団(清水所属会派)による国への意見書(案)

とある経営者からのご指摘で質問しま

した。「行政は課題を把握しても対応が

できていない！」と。回答の通り、柔軟

な軌道修正が都度都度できるか、、、

チェックします。

【回答：玉井総務部長】短時間で事業課自身が成果や課題を把握で

きる成果指標の設定について、令和5年度当初予算時から様式を

改正し、運用を見直した。年度途中でも随時取組方法の見直しも

可能となるので、事業の成果を適切に把握し、機動的かつ柔軟に事

業の改善につなげていくようにしたい。

【質問】行政は、事業実施からチェックをし、

改善策を考えても翌年度以降の対応になる

など、スピーディな改善につながっていない

と感じることがあるが、取組について問う。

 【ゼロカーボン戦略ロードマップ策定趣旨】

 「長野県ゼロカーボン戦略(計画期間2021〜

2030年度)」に掲げた2030年度の温室効果ガ

ス排出削減目標に対し、国及び県の全施策、並

びに人口増減等の影響を定量化したところ、現

状ペースの進捗では126万t-CO2不足し、このま

までは目標達成が困難であることが分かった。

気候変動に対する危機感から施策効果の高い

 『重点施策』を新たに掲げるなど、2030年度目

標を達成するためのシナリオとして策

定。また、エネルギーの地消地産を実

現することにより、地域内経済循環の

起爆剤とする。

■1. ゼロカーボンについて

●一般質問（全体の2番目、5日の午前登壇）※抜粋

【回答：諏訪環境部長】目標達成に向けて、ロードマップを県民・事業者等

の皆さまと共有し、スピード感を持って施策を展開する。1月(令和5年)に

オープンしたくらしふと信州を拠点に、共創を生み出して県民の皆さまに理

解と実践、意識の醸成、行動変容を促していきたい。県民一丸となった取組

を推進したい。

【質問】ゼロカーボン戦略ロードマップを実行していくためには?

■2. 事業改善について

10月に県議会を代表して

オーストラリアへ視察に

行ったことから質問。円安

もあり、今は「外貨を稼ぐ

時！」と考えます。

●2月4日 飯島町文化会館会議室

●2月18日 箕輪町松島コミュニティーセンター研修室

　両日ともに15:00～16:30

出入り自由、予約なし、動員なし。雑談するように県

政について、身近なことについてお話をしましょう。

【回答：阿部知事】インバウンドを増やす、あるいは海外との貿易

を増やす海外戦略はこれまで以上に重要になってきている。かつ

ては最大で5か所に駐在員を置いていたが、費用対効果で縮小し

てきた。しかしコロナ後は海外戦略の意味合いが変わりつつある

ので、改めて全体像を見極めて今後のあり方を考えていきたい。

【質問】海外展開を進めるためには、現

地での環境整備が不可欠と考えるが、

駐在員や現地コーディネーターなどの

海外の人員配置等に関する戦略は?

A.(営業局):日本では使われていても海外では、色素や香料で禁止さ

れているものがある。包装についても条件が違う。共有していく。

【産業労働部関係】Q.食品添加物の基準について、海外基準と比べると日本はガラパコ

スと言われた。日本の基準と海外の違いについて、業界や業者と共有できているか?

A.(観光誘客課):いつから予約できるかなど

の調査をしたことがない。長野県インバウ

ンド推進協議会などで情報を共有したい。

【観光部関係】Q.オーストラリアなど海外の方は長期旅行で日本を訪れる方が多く、1年以上前から計画を立て

る。宿泊施設やアクティビティなど1年以上前から予約できるところが少なく計画を立て辛いとの指摘があるが?

■3. 海外展開について

1月27日土曜日16:30〜、県政報告会を予定しています。

お誘い合ってのご参加をお待ちしております。（宮田村民会館）

あとがき●次回定例会の日程（予定）

●2月8・9・13日 : 団総会、予算・条例案勉強会など

●2月14日 : 本会議・開会

●2月20・21日 : 代表質問

●2月22日・26〜29日 : 一般質問

●3月4〜8日 : 委員会(総務企画警察委員会は11日も) 

●3月12〜14日 : 本会議・役員の選任・閉会 ※土日祝日除く

●その他の活動について（抜粋）

11月17日 長野県上伊那広域水道用水企業団の

 定例会に議長として出席

11月19日 長野県縦断駅伝競走の反省慰労会に

 来賓出席。本年は2位!

11月19日 夜、全国の政治家仲間で構成する地方

 制度研究会の都道府県議会議員部会。

 それぞれの課題の共有など。（Web）

11月20日 長野県農業経営者協会の上伊那支部

 の皆さんと懇談会。資材・エネルギー

 高騰、農産物の価格形成などについて

11月21日 県道下諏訪辰野線整備促進期成同盟

 会の要望活動

11月27日 両小野バイパス建設期

 成同盟会の要望活動。

11月30日 長野県商工会連合会

 による知事要望

12月 6日 海外調査報告会。

 山田議員と共に行う。

 多くの議員、職員の皆

 さんが聞いてくれました。

12月 6日 インタープレナーリアル MeetUp@

 長野に参加。枠を超えた活動や考えを

 持った方の集まり。尖っていましたw

12月 7日 「こんにちは県議会です」の高校生との

 意見交換に参加。9つのテーマで意見交換

12月12日 長野県中小企業団体中央会と懇談会。

 働き方改革などについて。

12月14日 ヤングケアラーのことをみんなで学ぶ

 研修会に参加。ヤングケアラー、きょう

 だいについて学ばせて頂きました。 

　　　　　「気が付き、そっと寄り添える」人が増

 えるようにしたいです。

12月16日 中川村建設業協会30周年式典

12月18日 内閣官房参与飯島勲さん

 を訪問。国政と伊那谷、

 長野県について意見交換

12月19日 主要地方道飯島飯田線の改良促進、

 一般国道153号改良期成同盟会

 の要望活動

12月23日 天竜川小和田地区堤防整

 備・基盤整備合同着手式。

 水害のない安全安心な

 持続可能な農地改良

12月23日 プロ野球水上選手と

12月25日 地方制度研究会。

 分収造林や奨学金

 などについて議論。

  1月  5日 上伊那広域の賀詞交歓会

・・・その他にもあちこちへ伺い、たくさんの方から

様々なお話を頂き活動。感謝です!!

(要望)昨今、様々な施策に関して、餌を吊るして誘導しようとする政策が目につく。もちろん、それによって

多くの人が一時的には関心を持ってくれることもあるが、最も大切な目的や大義が伝わっていないことが、

むしろ隠れてしまっているようにも感じる。ゼロカーボンシフト=ウェルビーイング、幸せにつながること。そ

してそれを広告的に一方通行で伝えるのではなく、対話の場を作り、対話を通じて、どうしたらゼロカーボン

がウェルビーイング、幸福につながるかを考え、協働、共創していくことが必要。

［お知らせ］活動報告は新

聞折り込みを基本に配布し

ていますが、ご住所など頂

いている方には、年に一

度、2月か3月にまとめて郵

送しています。もし、ご希

望の方がいらっしゃいまし

たら下記枠外事務所まで

ご連絡をお願いします。

■委員会（産業観光企業委員会所属）での質問や提案

ミニ集会
を開催
します! 


